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令和２年度 能美市総合教育会議 議事録

Ⅰ 日 時 令和３年２月１８日（木）

開会 １５時２５分 閉会 １６時３０分

Ⅱ 場 所 能美市根上総合文化会館 小ホール

Ⅲ 出席者

【構成員】

市 長 井出 敏朗

教育長 谷口 徹

教育長職務代理 南 俊博

教育委員 亀田 美穂

教育委員 輪島 寿代

教育委員 秋山 珠緒

【教育委員会事務局】

管理局長、管理局参事兼教育総務課長、教育総務課長補佐、教育総務課主査、

学校教育課長、まなび文化課長、スポーツ振興課長、スポーツ振興課長補佐

【司会進行】

管理局参事兼教育総務課長

Ⅳ 内容

１ 開会

２ 市長挨拶

（市長）

教育委員の皆様方におかれましては、常日頃能美市の教育行政にご尽力をいただ

きましていることにまずはお礼お申し上げたいと思います。ありがとうございます。

能美市の教育のコンセプトとして、子どもたちが毎日明るく元気に笑顔で学校に

通えることを目指しておりましたけれども、皆さんもご存じのとおり新型コロナウ
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イルス感染症の影響で昨年は約２カ月臨時休校となり、また今年に入ってからも市

内の学校で感染者が確認されるなど、たいへん厳しい状況が続いております。一日

も早く感染症が終息をして、子どもたちが元気に明るく毎日学校に行ってもらえる

ことを皆さんとともに願うばかりであります。

さて、この総合教育会議も感染症の影響で、１年３カ月ぶりの開催でございます。

今日はいろいろな修正点を皆様方にご協議をいただく予定でございます。特にＧＩ

ＧＡスクール構想が全国で取り組みが始まっております。これまで学校の先生とい

うのは、チョークを持って黒板の前で授業をされていたことが、子どもたち一人ひ

とりにタブレットを配布して、そして先生は電子黒板を使って、授業をする新しい

スタイルであります。ただ、私にとっては全国でこの取り組みが行われている中、

能美市オリジナルの新しい機器を使った授業がされ、そのことが学力の向上や子ど

もたちが楽しく学べる環境を作れるようになればと思っております。そうなるとハ

ードの整備のみならず、学校の先生方や教育委員会が機器を存分に使えるように、

しっかりと学んで行くということも必要ではないかと思っておりまして、教育長が

率先をしてそれをやってらっしゃるわけでございまして、今日はそのあたりはまだ

出てこないと思いますけれども、ぜひ皆様方もそういった目でＧＩＧＡスクール構

想に注目をしていただれればとそんな思いをしております。

また、併せてスポーツ推進計画も皆様方に確認をしていただく予定でございます。

やはり、この感染症の影響から健康に支障をきたすケースもあるかと思います。そ

んな中、健全な身体を養うとうことも必要でございまして、このスポーツ推進計画

においても、皆様方の深い見識のなかで、ご意見をいただければ、そんな思いをし

ております。限られた時間ではございますが、審議賜りご意見を賜れば幸いでござ

います。よろしくお願いを申し上げます。以上であります。

３ 協議事項

（１）能美市教育大綱の改正について

（事務局）

能美市教育大綱の改正について、教育総務課長補佐が説明
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（管理局参事兼教育総務課長）

ただ今説明していただきました、能美市教育大綱の改正（案）について、各委員

の皆様から、ご意見ご感想が事前に提出されておりますので、それにお答えさせて

いただく形式で進めさせていただきたいと思います。それでは提出されている質問

を読み上げさせていただきたいと思います。

南委員からの質問ございます。

「施策体系」を見ますと、これまで能美市の教育大綱をほぼ包含しており、かつ

新しい時代への課題へも織り込まれており、よくまとまっているように感じます。

以下、その詳細について感じたことを挙げます。

１の施策の具体ではＧＩＧＡスクール構想で子どもたちに各自タブレットＰＣが

与えられ、様々な新しい教育活動が可能になってきています。学外でも同様に子ど

もたちがＰＣやタブレット端末を使って自発的に学べるような環境作りも進めてほ

しいと感じました。また２の施策の具体化については、、家庭や地域の皆さんにも新

しい時代への教育の内容や課題をどのように知ってもらい、理解をし、協力いただ

けるかが、大きな課題になってくるように感じます。この２点でございます。

（学校教育課長）

ＧＩＧＡスクール構想による、一人一台のタブレット端末の整備などは、まず学

校においての多様な児童生徒の資質、能力を確実に高めていくための施策であり、

学外でのパソコンやタブレット端末を使っての学習は、学びを継続して行うための

二次的な学習形態であると捉えております。当面は、学校における新しい教育活動

の推進に力を入れていきたいと考えております。学外の使用については、各家庭へ

のＷｉ-Ｆｉ環境の問題等もあり、より効果的な環境整備の進め方について、他市町

の状況も参考にしながら、調査研究を進めてまいります。

二点目の質問ですが、南委員のご指摘のとおり、家庭や地域の皆さんに新しい時

代への教育の内容や課題を知ってもらい、ご協力をいただくことは、とても大切な

ことだと捉えています。学校は、授業参観や懇談会、ＰＴＡの会合等の機会を活用

して、新学習指導要領やＧＩＧＡスクール構想など新しい時代への教育について、

積極的に保護者や地域の方に伝えることが求められます。教育委員会も、学校と連

携しながら、市ＰＴＡ連合などの会合に積極的に出向き、令和の時代の教育につい



- 4 -

て伝えていきたいと思っております。以上でございます。

（南委員）

私のほうから、家庭にパソコンが使える、または、タブレット機器からいろいろ

なことができることによって、本格的に広まっていくのではないかと思います。そ

うするためには地域や保護者の方々に学校の進んでいる状況を理解していただける

よう、方法をいろいろ考えていただければありがたいと思っています。

（学校教育課長）

努力していきます。

（管理局参事兼教育総務課長）

次に、生涯学習の推進の施策について、同じく南委員からのご質問でございます。

以前から公民館やコミュニティーセンターなど集会場にＷｉ－Ｆｉの設備をすれ

ば、高齢者に対する活動や子どもたちの活動に対して新しい分野が開けるのではと

考えていました。

現在、新型コロナ禍の中、テレワークの促進が話題になっていますが、各町の集

会場にＷｉ－Ｆｉが使え、プロジェクターやパソコンが備えてあれば、学校に行け

ない子どもたちを集めて授業のテレワークの拠点としたり、学校休校中の連絡や指

示を行う双方向のテレワークの拠点としたりなど使える可能性があるのではと考え

ます。こちらについてはまなび文化課からお願いします。

（まなび文化課長）

今年度、新型コロナウイルス感染症拡大防止策の一環として、また市民からの要

望を踏まえ、市内の社会教育施設、ここ根上総合文化会館、根上学習センター、寺

井地区公民館にＷｉ－Ｆｉを設置し、リモート会議等が行える環境を整備中でござ

います。

社会教育施設のＷｉ－Ｆｉ環境を皆様にご活用いただき、利用者の方々のご意見

をお聞きしながら、今後も整備を進めてまいりたいと考えております。

各町内会の公民館のＷｉ－Ｆｉ整備や学校との連携については、町会、学校や関
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係機関等と調査及び検討をしていきたいと思います。以上でございます。

（南委員）

私は西二口町に住んでおりまして、公民館は管理人がいません。管理人がいない

公民館、コミュニティーセンターは複数の町が合同で使う場所もあります。集会場

であれば、公民館にこだわりはしませんが、無人の公民館を考えた場合、そういう

ことをやっているところは調べてみると少ないです。１０％くらいしかないです。

管理人がいないということは、子どもたちがどういうところに接続するかわからな

いみたいなことを考えます。市全体でセキュリティをどういう具合にして、危険な

サイトに接続しないように、どこから使ったかとか、そういうことが出来ないと、

怖くて公民館は入れられないのではないか。電源を切ってあれば使えないというこ

とになると思いますが、自由に使わすことになりますといろいろな問題がでてくる

可能性がありますので、それを配慮できるようなセキュリティを考えていただけれ

ば、公民館にも普及していくのではないかと思います。

学校の授業にでられない子どもたちを密にならないように公民館に集めて、学校

での授業を見ながら意見を言える、そういった状態を作れるのではないかと思いま

す。以上です。

（まなび文化課長）

今ほどお聞きした問題等もございますので、今後また地域の方の要望や先進地の

事例を参考にして、検討してまいりたいと思います。以上でございます。

（管理局参事兼教育総務課長）

亀田委員からのご質問でございます。

平成２９年度に掲げられた目標実現に向けて種々の施策が行われています。それ

によって得られた成果と見出された課題が新たな目標や具体的な施策に反映されて

いるのでしょうか。

教育総務課からお答させていただきます。

２０１７年に策定された教育大綱に掲げられた施策を基本として、教育分野、生

涯学習の分野、スポーツの分野において、様々な事業を実施して参りました。
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特に西山古墳群の保存整備事業に取り組んでいることや、ふるさと学習の拠点と

して能美ふるさとミュージアムがオープンし今後もその役割をになっていくことや、

学校へ行くことが楽しいと思う児童生徒の割合の上昇、コミュニティスクールの各

学校での設置、学校施設の長寿命化計画の策定など着実に進めることができました。

トップアスリートの合宿誘致事業を進め、交流などを通じスポーツをする機会の提

供などを進めてまいりました。一方、残された課題もあります。不登校児童生徒の

現状やさらなる学力の向上、教育、生涯学習、体育施設の老朽化、少子化や運動離

れによる、講座、サークルの参加人数の減少やジュニアスポーツクラブのクラブ員

数の減少等があげられます。

改正教育大綱においては、課題の改善に向けた内容を盛り込み、今後も点検、評

価を実施し推進してまいります。以上でございます。

（亀田委員）

読ませていただいたときに、ものすごく説明がよくわかりましたが、どういう成

果があったなど書かれていれば、大綱が生かしてこられたという、足跡が残ってよ

いのではないかと思いました。

（管理局参事兼教育総務課長）

施策の具体の中に５点の目標を掲げさせていただいておりますので、ご理解のほ

どよろしくお願いいたします。

亀田委員からの引き続きの質問でございます。施策体系、青少年の健全育成、施

策の具体に学校、家庭、地域、警察など更生保護の視点を追加してはどうですか。

（まなび文化課長）

ご提案のございました、更生保護の視点は非行防止と再発防止という観点から非

常に有効であると考えております。今後、更生保護の方々の実際の経験を元にした

ご意見を伺いながら、地域全体で青少年の健全育成に努めてまいりたいと思います。

以上でございます。
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（亀田委員）

私は保護司をやっておりまして、経験からですが、これからの将来にかけての生

き方ですが、中卒からでしたら社会に対するいろいろなシステムがわからないで社

会に放り出されるということで、生きるために困ったことがたくさん出てくると思

います。地域の人は見守ることができると思うのですが、学校として更生保護を子

どもたちにできることがあったらと思いまして、質問させていただきました。

（学校教育課長）

たいへん貴重な意見だと思い聞かせていただきました。更生保護の方も学校に何

回かいらして、意見交換をする場もございます。積極的にそのような意見を生かし

つつ、学校でできることを考えていかなければいけないと思いました。以上でござ

います。

（管理局参事兼教育総務課長）

引き続き、亀田委員からのご質問でございます。コロナウイルス感染拡大を踏ま

えての取り組みがどのように反映されていますか。

教育総務課からお答えさせていただきます。コロナウイルス感染症については、

昨年の学校の臨時休校から早１年近くとなり、これまでも一日も早い収束のため、

様々な対策を講じてまいりましたが、まだまだ予断をゆるさない状況であります。

現状の感染症の拡大をふまえ、学校、社会教育施設、スポーツ施設の管理運営面

からも、感染症対策を講じることは大前提でありますが、教育大綱では、特に８ペ

ージの１学校教育の充実の施策の具体に、新型コロナウイルス感染症防止対策を講

じることを盛り込ませていただいております。ご理解の程、よろしくお願いいたし

ます。

（亀田委員）

補足ですが、コロナというのは今回だけのことなので、昨年度からの現在進行中

のことであり、大綱の中に一過性のものをいれるのはどうかなと思い質問させて

いただきました。
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（管理局参事兼教育総務課長）

亀田委員がおっしゃったとおり、一過性のものであり、私たちも早く収束を願っ

ているところでございますが、感染拡大というのは、日々努力しておりますけれ

ども、まだまだ予断を許さないということでありまして、先ほど申し上げた３年

間の短い期間ですので、今の時点ではある程度の重要的な視点として盛り込まさ

せていただいて、前提として運用させていただくということを思っておりますの

で、よろしくお願いいたします。

輪島委員から、能美市市章の明記・記号の明確化、またＰＲイラスト記載は令

和という新しい記号にふさわしいと思います。施策体系は各年代ごとに具体化さ

れており、わかりやすいです。

ありがとうございます。

続きまして、同じく輪島委員からの質問ですけれども「ＳＤＧｓ未来都市」と

しての目標達成のための取り組み推進、教育力の向上を目指す。とあるが、聞き

なれなせいか漠然としているように感じますというご質問でございます。

教育総務課からお答えさせていただきます。能美市は令和２年７月に国から「Ｓ

ＤＧｓ未来都市」に選定されました。

未来都市の提案書に基づく未来都市計画では、ＧＩＧＡスクール構想により、

小中学校無線ＬＡＮの整備と児童生徒、教員に１人１台パソコンの整備等をする

ことで、学校授業のＩＣＴ化を推進し、子どもたちが社会の創り手として世界で

活躍することを目指すこととしております。

次期の能美市教育大綱では、３ページにＳＤＧｓの１７の目標の１つである、

「質の高い教育をみんなに」を掲げ、加えて８ページの「学校教育の充実の施策

の具体」に「ＧＩＧＡスクール構想とＩＣＴの推進」、「学校の授業や活動を通し

てのＳＤＧｓの推進」と具体的に記載させていただいておりますので、ご理解の

程、お願いいたします。

最後の質問です。資源の少ない日本の中の小さな市町村が生き残っていくため

には、教育の力がとても重要だと思います。これからも教育に力を注いでほしい

と思います。

教育総務課からお答えさせていただきます。いただいたご意見を踏まえながら、

大綱に示した施策に基づき、教育力の向上に取り組んでまいります。ご理解の程、
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よろしくお願いいたします。

（輪島委員）

わかりました。ありがとうございます。

（管理局参事兼教育総務課長）

秋山委員からのご質問でございます。

質の高い教育をすべての市民にというＳＤＧｓの理念が盛り込まれており、よ

り具体的で理解しやすいと感じました。

ありがとうございます。秋山委員ほかにご質問はありますか。

（秋山委員）

ＩＣＴの活用についてですが、休校中は子どもたちは配布された宿題を自宅で

一人黙々と取り組みながら、それと同時にときどき学校から配信される、先生方

からの手作りの授業の動画をすごく楽しみにして家に過ごしていたのを親として

ありがたいと感じていました。やはり学校は子どもにとっても親にとってもすご

く大事な場所ということを３カ月の休校のあいだに改めて感じました。そういう

気持ちを踏まえたうえで、ＩＣＴ活用が始まってこのような学校のつながりをす

べての子どもにどんなときでも続けてほしいと改めて感じました。

（学校教育課長）

休校の際は、子どもたちに学校でできることの観点からの授業ビデオを制作し、

能美市全体で協力し創りあげてきました。そのように評価していただき、子ども

の支えになったということですからたいへんうれしく思っております。そのよう

なＩＣＴを使った距離を離れていてもやりとりができるということがわかりまし

たので、今後もご意見を大切にしつつＩＣＴの有効活用に努めてまいりたいと思

います。ありがとうございます。
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（２）能美市スポーツ推進計画の策定について

（事務局）

能美市スポーツ推進計画の策定について、スポーツ振興課長補佐が説明

（管理局参事兼教育総務課長）

ただ今ご説明いたしました、能美市スポーツ推進計画（案）でございますが、委

員の皆さまからご意見ご感想が事前に提出されておりますので、お答えするかたち

で進めさせていただきます。

南委員からのご質問でございます。能美市スポーツ推進計画を拝見しましたが、

７ページのスポーツ指導者の資質の向上をアピールするために、体のケアなどを行

うトレーナーやスポーツのスカウティングについての記述もあれば良いと思います。

具体的には、公的資格を持つ地元在住のトレーナーの組織をつなぎ、定期的なリ

ーダー研修などによって、資質の向上に努めることです。少なくとも理学療法士の

資格を持つ方は能美市に何人かおられるはずです。

スカウティングは自分や対戦相手の情報収集・分析に対する用語であり、最近は

ＩＣＴを使って対戦相手や自分のビデオから相互の長所や短所を分析することが盛

んになっています。

このスカウティングの活動をアピールすることができれば、文武両道のスポーツ

マンの増加が期待でき、不運にもレギュラーになれない子どもや故障などで試合に

でられない子どもたちに居場所を与えることにもつながる可能性があります。もち

ろん競技スポーツの競技力の向上や指導者の資質の向上にも期待ができます。

（スポーツ振興課長）

南委員からのご指摘のとおり、指導者の資質の向上は子どもたちの競技力の向上、

ケガの防止・措置等の観点からも重要であると認識していると思います。

具体的にお示ししていただいているトレーナーについてではありますが、残念な

がら能美市出身の理学療法士すべてを把握することはできませんが、市内に勤務さ

れている方については、能美市リハビリテーション連絡会を通じてコンタクトが可

能であり、スポーツ振興課においても、独自のルートのつながりを持っております。
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今月２７日（土）には、アメリカでは国家資格であるアスレチックトレーナーをお

招きし、指導者を対象としたスポーツ講習会を開催する予定であり、毎年、スポー

ツ関連団体と連携を図りながら、研修会等を実施しております。

スカウティングについては、南委員らしい大変高度な内容のご意見であるかと思

います。自身の対戦相手の情報収集・分析は、勝利を目的としたチャンピオンスポ

ーツでは主流であり、私立高校強豪部活動では行っているとお聞きしたことがあり

ます。スカウティングは、指導者が得た情報を基に戦術を練るわけですが、自身の

チームの分析ができていないうちの、相手の戦力分析は無意味であり、子どもたち

が、その戦術の通りに動き、パフォーマンスが発揮できるか、能力があるかという

ところが問題かと思われます。

当市のジュニアスポーツクラブや部活動においても、優秀な指導者のもとスカウ

ティングを行っているチームがあるかもしれませんが、その記述については難しい

かと考えます。

しかしながら、トレーナーを活用し、研修会などにより資質の向上に努めている

という記述の追加については、スポーツ推進審議会の会長等に確認させていただき

ますので、ご理解の程、よろしくお願い申し上げます。以上でございます。

（南委員）

トレーナーに関しては選手のいろいろなケアは健康につながります。、医学、科学

が進歩し新しいものがどんどんでてきています。定期的に研修会を開き、力のある

方に講師に来ていただいて、最新情報を深く触れられるということにすれば、健康

推進委員の方の資質向上につながっているのではないかと思います。

スカウティングに関してですが、小学生の野球に考えますとレフトに飛んだ、ラ

イトに飛んだなど手作業でもできるような対戦相手の情報収集ですが、中学生以上

になるとビデオを使うのが重要になってきています。ビデオからいろいろなデータ

を取るということはすごく人手がかかります。そういこうとをスポーツ選手も一緒

にやることによって、少しずつデータの重要さ、いろいろな分析ができるなど動け

るようになればと思います。分析は高度なことを考えなければいけないので、自然

といろいろな勉強になるわけです。レギュラーになれない子たちは目的を失ってし

まうとか、ケガをした子は次にどうすればよいのか行き場に困っているというよう
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な姿を見てきた経験もありますので、自分の独自の世界を広げていけるようなそう

いう姿勢を、スポーツの好きな子が少しでもそういう方向へ興味を持ってもらえば

と思います。変な例えですが、割り算はできないが打率の計算はできるとか、そう

いう子も見てきてますが、ちゃんと学問もよくないといけません。スポーツ選手は

いろいろな経験を積んで頭脳をよく使っているので頭がいいはずです。頭がよくな

いといい選手にはなれません。スカウティングの方面にもいければ、そういう態勢

の雰囲気をつくれば、不登校の子が、ひとつのきっかけになるかもしれないと思い

ます。指導者は人を探してくるのは難しいと現時点では思います。

（スポーツ振興課長）

南委員さんのご意見の中にレギュラーになれない子どもたち、故障で試合にでら

れない子どもたちに居場所を与えることは大事なことだと思います。私ども指導者

の協議会に参加させていただき、意見をさせていただくこともあります。南委員さ

んのご意見を皆様方にお伝えする機会もございますので、指導者に共有していきた

いと思います。

（管理局参事兼教育総務課長）

亀田委員様からのご質問です。スポーツは常に健康増進につながるだけでなく、

場合により思いがけない疾病や障害をきたす危険性を有しています。医師や理学療

法士の関与により、科学的に裏打ちされた安全なスポーツを目指してください。

（スポーツ振興課長）

平成３１年２月１２日の総合教育会議において、スポーツ推進計画の策定につい

てと題し、ご説明させていただきました。

この計画策定にあわせ、能美市のスポーツ推進審議会に関する条例第２条により、

スポーツ推進審議会を機能させ、委員の選定を同時進行させていただくことをお話

しさせていただいております。

その際、亀田委員さんからはスポーツにはケガがつきものであり、審議会メンバ

ーには、お医者さん等を含めた人選をお願いしたいとの貴重なご意見をいただきま

した。
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審議会においては、能美市医師会や、公益財団法人療術師会などのご協力をいた

だき、スポーツ関係団体の長以外に幅広い人選を行い、スポーツ推進計画策定に向

け、ご審議いただいてきたところであります。

来年度以降もスポーツ推進審議会を定期的に開催し、様々な分野のみなさまから

ご意見をいただきながら、能美市のスポーツ振興に努めてまいりたいと考えており

ます。以上でございます。

（亀田委員）

ありがとうございました。地域の皆さん、子どもたちも楽しんで安心安全にスポ

ーツができることになると思います。私の父も夫も医療従事者であり、どうしても

気になることでした。スポーツは危険を伴うことがありますので、幼児から老年期

まで安心して楽しめるスポーツができる町になったら頼もしいのでよろしくお願い

いたします。

（スポーツ振興課長）

ありがとうございます。引き続きよろしくお願いいたします。

（管理局参事兼教育総務課長）

引き続き亀田委員からのご質問でございます。少子化により急速に学校部活動は

消退しつつあります。一つの学校単位ではなく２．３学校を合わせた単位で部活動

を行えないでしょうか。

（スポーツ振興課長）

平日の部活動に関しては、現在６時までの活動、６時１５分完全下校となってお

ります。複数校の部活動になれば、練習会場までの移動手段は自転車となり、会場

までの移動による安全性の確保や、移動に伴い活動時間が短くなり、帰宅時間が遅

くなるなどの問題が生じます。

各中学校、団体種目部活動については、１年生が少数しか入部しなかった場合に

翌年度、試合が可能となる人数の入部を促すなど、自校努力されているというのが

現状とお聞きしております。
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国は令和５年以降、段階的に休日部活動の地域指導者への移行を目指しており、

能美市においては今年度、スポーツアカデミー開催支援モデル事業を単独で実施し、

モデルとして、陸上、ソフトボール、ハンドボール競技の複数校の生徒が、体育協

会員の指導のもと日曜日限定により活動しております。以上でございます。

（亀田委員）

よろしくお願いします。ありがとうございます。

（管理局参事兼教育総務課長）

秋山委員からの感想でございます。子どもたちから高齢者に対する、生涯におけ

るスポーツへの取り組みについて細かく示されており理解しやすいと感じました。

アンケート調査もあり、より市民に寄り添った施策と感じました。

秋山委員ほかに補足ありますか

（秋山委員）

親子で楽しむレクリエーションから子育てが始まったと思います。初めて子ども

と能美市スポーツ推進委員の方からキンボールを教わったのは、高齢者になっても

楽しく続けられるスポーツのスタートになったと感じられます。

もうひとつはスポーツ交流の推進についてですが、市内小学校の高学年の子ども

たちがサッカー交歓会や水泳交歓会を行っていると思いますが、スポーツクラブに

属していない子どもたちが他校の児童と交流を通してスポーツを楽しむ機会があり。

中学生に向かってすべての児童が参加できる体験はとても貴重だと感じています。

技術的なことは、個人的な差があると思いますが、スポーツを通して、仲間と楽し

んだり、応援したりする経験を小学生の時期に体験させていただいたということは、

これから先のスポーツへの興味とか関心へとつながっていくと思っています。

（スポーツ振興課長）

スポーツ振興は、行政だけではできませんので、関係団体と良好な関係を保ちな

がら、協力し連携しながら進めていきたいと考えています。
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（学校教育課長）

全員が参加できる体育の行事というのは、能美市の規模だからこそできる強みで

あるとも思っております。その理念を大切にしつつ今後も継続に力をいれてまいり

たいと思っております。

（管理局参事兼教育総務課長）

最後に市長より、全体を通してご意見をいただければと思います。

（市長）

幅広い議論をいただきましてありがとうございました。皆様方からいただきまし

たご意見をふまえ、今後パブリックコメントを終えて仕上げていきたいとそんな思

いをしております。皆様方からの質問の中にＳＤＧｓのことがありましたので少し

しだけ取り組みを紹介させていただきいと思います。冊子の一番裏のページをご覧

いただけばと思います。現在市内の小学校で２０３０年の能美市はどんな姿だった

らいいかと皆さんに聞いて、絵を書いていただいたり、意見を出していただいたり

しています。この２０３０年というのはＳＤＧｓの１７のゴールの達成年度となっ

ています。こんな能美市になってもらいたいなということに対して、今何をすれば

いいのかということをいろいろと意見を出してもらっておりまして、その意見をだ

すのにＳＤＧｓのカードゲームを使ってやってもらっているということであります。

ＳＤＧｓを理解するということも大切ですが、ＳＤＧｓを使ってふるさと愛の醸成

をする、あるいはグローバル性、多様性を育むことも大切ではないかということで、

取り組んでおりまして、ぜひ皆様方もＳＤＳｓの推進に際しまして、高い見識のな

かでご意見ご尽力を賜れば幸いでございます。本日はありがとうございました。今

後ともよろしくお願い申し上げます。以上でございます。

最後に教育長が閉会の挨拶を行った。

（教育長）

本日は貴重な時間をさいていただいて、まずは井出市長からはご指示、ご示唆を

いただきました。また、教育委員の皆様には協議の中で、様々なご質問、ご指摘を
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いただきました。ありがとうございました。

閉会にあたり一言ご挨拶させていただきます。

昨今の教育を取り巻く大きな環境の変化は、めまぐるしいものがあります。特に

今年は、新型コロナウイルス感染症拡大という人類が未経験の困難に直面しました。

そんな中で能美市内の教育現場は、能美市の強みとして、地域コミュニティが学校

を支えてくれていることを強く感じました。また逆に、これまでの能美市の学校教

育に欠けている点として、子どもたちが意欲をもって、主体的に学ぶというそんな

姿をつくり出し切れていなかったという点で弱さがあったと自覚しました。

変化と困難があるときだからこそ、未来の教育、未来の地域づくりに取り組もう

と、３年前に市内１１小中学校に「学校運営委員会制度」の導入が実現いたしまし

た。その実践校として昨年度は、宮竹小学校が文部科学大臣表彰を受賞しました。

引き続き、今年度は福岡小学校が受賞となり、能美市から連続して受賞となりまし

た。今月２５日に表彰伝達されます。両校の受賞は子どもたちはもとより老若男女

を問わず能美市に住み生活するの「ひと」が困難に立ち向かって元気だという証明

になったともとらえています。

「ひと」の輝く姿があるのが能美市の姿だと思います。このことを念頭に、今後

は、今回の教育大綱の精神をしっかり具体化し、能美市でなければできない意欲あ

る人の育成を進め、教育行政の推進に努めてまいります。本日は長時間ありがとう

ございました。

５ 閉 会

１６時３０分終了


